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 福岡市消防局 

Ｎｏ．２０６２ 

２０３６年 今号の主な内容 
次号の主な記事 
中国、韓国、台湾、ロシア、日本の「環日本海

国際会議」特集 

 
＊この市政だよりは各家庭に電子配信されています。 
 

ど
火
災
や
救
急
時
の
必
要
な
知
識
の

取
得
を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
が
こ
の
行
動
に
繋
が
っ
た
も
の
で

す
。 「

と
に
か
く
必
死
で
し
た
。
中
学

校
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
が
活
か
せ

て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
今
回
は
、

た
ま
た
ま
私
が
救
命
活
動
を
行
い
ま

し
た
が
、
福
岡
市
の
中
学
生
な
ら
、

誰
も
が
同
じ
行
動
を
し
た
と
思
い
ま

す
。
」
と
髙
島
さ
ん
。
将
来
は
、
信
頼

さ
れ
る
消
防
士
に
な
り
た
い
と
夢
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

３

救
急
需
要
増
加
へ
の
対
応 

 

 

今
年
度
の
国
勢
調
査
の
結
果

速
報
に
よ
る
と
、
高
齢
者
の
割
合

が
過
去
最
高
の
23
・
6
％
を
超

え
ま
し
た
。
ま
た
、
一
世
帯
あ
た

り
の
世
帯
人
員
は
過
去
最
低
と

な
り
小
規
模
化
が
進
み
、
統
計
上

で
も
独
居
老
人
世
帯
の
増
加
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。 

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
救
急

需
要
の
増
加
が
全
国
的
に
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
福
岡
市
に

お
い
て
は
次
の
よ
う
な
取
組
に

よ
り
病
院
前
救
護
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。 

○
全
国
モ
デ
ル
の
先
駆
け
と
な

っ
た
充
実
し
た
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制(

※)

に

よ
り
、
高
度
な
知
識
、
技
術
を

身
に
つ
け
た
救
急
隊
員
を
育

成
し
て
い
ま
す
。

消
防
局
に
医
師
を
配
置 

 

昨
年
か
ら
、
福
岡
市
消
防
局
で

は
防
災
・
救
急
体
制
の
強
化
を
目

指
し
局
の
枠
組
み
を
超
え
た
体
制

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
今
年
の
秋
か
ら

「
市
民
病
院
」
の
医
師
を
消
防
局

に
配
置
す
る
と
同
時
に
市
民
病
院

に
消
防
ヘ
リ
が
常
駐
し
ま
す
。 

消
防
局
へ
の
医
師
配
置
と
消
防

ヘ
リ
の
病
院
常
駐
は
全
国
初
の
試

み
で
、
救
急
事
案
の
ほ
か
大
規
模

災
害
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

 
 

 

～
こ
げ
な
こ
と
が
あ
っ
た
げ
な
～ 

福
岡
市
の
中
学
生
、
海
外
で
の
救
命

活
動
で
釜
山
広
域
市
長
か
ら
市
民

特
別
表
彰 

 

修
学
旅
行
で
訪
れ
た
韓
国
釜
山

広
域
市
に
お
い
て
、
路
上
で
倒
れ

た
男
性
に
、
適
切
な
救
命
活
動
を

行
っ
た
福
岡
市
の
中
学
生
に
対

し
、
釜
山
広
域
市
長
か
ら
市
民
特

別
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
舞
鶴

小
・
中
学
校
２
年
生
の
髙
島
さ
ん
。

髙
島
さ
ん
は
、
今
年
１
月
に
修
学

旅
行
で
訪
れ
た
韓
国
釜
山
広
域
市

内
で
、
意
識
不
明
と
な
っ
た
男
性

を
発
見
し
、
救
急
隊
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
、
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼

吸
を
行
い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
を
使
っ
て
応
急
手

当
を
行
い
ま
し
た
。
倒
れ
た
男
性

は
そ
の
後
、
一
命
を
取
り
留
め
ま

し
た
。 

福
岡
市
で
は
、
25
年
前
の
東
日

本
大
震
災
を
契
機
に
全
国
に
先
駆

け
小
・
中
一
貫
型
の
防
災
教
育
を

導
入
し
て
お
り
、
心
肺
蘇
生
法
な 

○
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、
介
護

タ
ク
シ
ー
と
の
連
携
を
図
り
、

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
多
様
化

す
る
救
急
需
要
に
き
め
細
や
か

に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

○
義
務
教
育
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ

た
防
災
教
育
に
よ
り
、
応
急
手

当
の
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け

た
市
民
が
増
加
し
、
市
内
の
ど

こ
で
救
急
事
案
が
発
生
し
て
も

す
ぐ
に
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
）
が
適

切
な
手
当
を
し
て
救
急
隊
に
引

き
継
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

高
い
モ
ラ
ル
に
支
え
ら
れ
、
救

急
車
が
適
正
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。 

※
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
と

は
、
救
急
現
場
か
ら
医
療
機
関
へ
傷

病
者
を
搬
送
す
る
ま
で
の
間
に
、
救

急
救
命
士
や
救
急
隊
が
行
う
応
急
処

置
な
ど
を
、
医
学
的
な
観
点
か
ら
、

そ
の
質
を
保
障
す
る
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。 

 
全国的に少子化、高齢化の問題が深刻化しており、福岡市においても例

外ではありません。 
防災の担い手となる若者の育成をはじめ、高齢者へのきめ細やかなサー

ビスなど防災のバリアフリーに対応するまちづくりの取組が進められて

います。 

人口構造変化に伴う都市の変化 

二
〇
三
六
へ
の
提
言 

「
人
口
構
造
の
変
化
」 

  

今
後
、
福
岡
市
に
お
い
て
も
少
子

化
、
高
齢
化
が
更
に
進
む
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
的
に
高

齢
者
は
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
時

に
逃
げ
遅
れ
な
ど
に
よ
り
犠
牲
と
な

る
危
険
性
が
高
く
、
ま
た
、
病
気
や

怪
我
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ
る
可
能

性
も
高
く
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
災
害
時
要
援
護
者
の

増
加
、
救
急
需
要
の
増
加
が
深
刻
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
部
局
や
医
療
機
関
、
福
祉

施
設
な
ど
と
緊
密
に
連
携
し
て
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

同
時
に
幼
少
期
か
ら
防
災
に
つ
い

て
の
教
育
、
普
及
啓
発
を
積
極
的
に

行
い
、
防
災
の
担
い
手
を
育
成
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。 

 

○
救
急
の
高
度
化
に
よ
る
救
命
率

の
向
上 

○
関
係
部
局
、
医
療
機
関
、
福
祉
施

設
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
救
急
需

要
増
加
へ
の
対
応 

○
小
・
中
一
貫
の
防
災
教
育
に
よ
る

防
災
の
担
い
手
の
育
成 

４

今号では、「人口」「国際化」「地域」の

３つの視点から消防・防災に関する取

組を紹介しています。 



 

 

 

 

 

   

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
本
初
！
福
岡
市
が
ア
ジ
ア
防
災
都

市
モ
デ
ル
に
認
定 

 

こ
の
度
、
福
岡
市
は
、
日
本
で
初

め
て
Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ａ
Ａ
（
ア
ジ
ア
消
防
長

協
会
）
の
ア
ジ
ア
防
災
都
市
モ
デ
ル

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

福
岡
市
で
は
、
外
国
人
来
訪
者
に

も
優
し
い
温
か
さ
と
配
慮
の
あ
る
都

市
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
テ
ィ
福
岡
」

の
実
現
を
目
指
し
、
防
災
面
に
お
い

て
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
取
組

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 ○
消
防
職
員
を
は
じ
め
防
災
に
携
わ

る
職
員
の
６
割
以
上
が
二
カ
国
語

以
上
の
外
国
語
を
修
得
し
て
い
ま

す
。 

○
災
害
時
に
活
用
さ
れ
る
案
内
標
識

が
多
言
語
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
ア
ジ
ア
各
国
の
消
防
組
織
と
の
人

材
交
流
に
よ
り
、
研
修
生
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
福
岡

市
か
ら
も
専
門
職
員
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。 

   

～
こ
げ
な
こ
と
が
あ
っ
た
げ
な
～ 

外
国
人
も
絶
賛
「
安
心
な
ま
ち
・
福

岡
」 

 

出
張
で
本
市
を
訪
れ
た
金
さ
ん
は

「
こ
の
ま
ち
は
急
に
体
調
が
悪
く
な

っ
て
も
救
急
車
は
言
葉
が
通
じ
る

し
、
災
害
が
起
き
て
も
避
難
場
所
ま

で
ど
う
や
っ
て
行
け
ば
い
い
か
分
か

る
か
ら
安
心
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 
福岡市はアジアに開かれた都市として国際化に

重点を置いた数多くの施策を進めることにより、各

国からの観光客、留学生をはじめ多くの外国人を受

け入れ、「アジアのリーダー都市」を目指してきま

した。 
国際化が広く浸透している事例をご紹介します。

国 際 化 の 更 な る 進 展 

 

各区に来年度オープンする「防災コミュニティー 
センター」（右写真）の愛称を募集します。当セン 
ターの機能は以下のとおりです。 
○これまで区役所や消防署、警察署それぞれで行 
っていた災害、事故に関する手続きが一括で行 
えます。 

○大きな災害発生時には、一時避難場所となりま 
す。 

○消防団員、防災士などが講師として地域の防災 
指導を行います。 

○通常時は、地域の誰もが使用できる住民のふれ 
あいの場として活用できます。 

防災コミュニティ－センターの愛称募集！

 
都市化の進展に伴い、地域のつなが

りの希薄化や周辺地域におけるサービ

スの低下などの対策として、地域の特

性に応じたサービスの向上に取り組ん

でいます。 

地 域 性 の 変 化 

二
〇
三
六
へ
の
提
言 

「
国
際
化
」 

  

今
後
、
福
岡
市
が
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
都

市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
観
光

客
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
留
学
生
な
ど
の
外
国

人
来
訪
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。 

し
か
し
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の
相
違
や

言
葉
が
通
じ
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ

り
災
害
時
に
は
救
護
が
必
要
と
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
来
訪
者

が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
防
災
面
に
配

慮
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
本
市
が
持
つ
先
進
的
な
消
防
・
防

災
の
技
術
を
積
極
的
に
ア
ジ
ア
の
国
々
に

提
供
し
ま
す
。 

 

○
職
員
の
職
務
に
必
要
な
語
学
能
力
の
向

上 
○
避
難
経
路
な
ど
の
案
内
標
識
や
避
難
誘

導
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
多
言
語
化
の
推
進 

○
ア
ジ
ア
各
国
の
消
防
組
織
と
の
人
材
交

流 

二
〇
三
六
へ
の
提
言 

「
地
域
性
の
変
化
」 

  

今
後
、
福
岡
市
に
お
い
て
も
都
市
化
に

伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
更
な
る
低
下

や
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
、
住
居
形
態
の

変
化
（
核
家
族
化
）
な
ど
が
見
込
ま
れ
、

地
域
防
災
力
の
低
下
や
情
報
格
差
の
拡

大
、
防
災
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

す
べ
て
の
市
民
が
安
全
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
た
め
に
は
、
防
災
面
か
ら
も
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

は
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
で

高
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 

 ○
防
災
活
動
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の 

 

強
化 

○
防
災
に
関
す
る
知
識
、
技
術
の
提
供 

○
緊
急
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

○
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
（
消
防
団
、
防 

災
士
な
ど
）
の
育
成
と
活
用 

○
関
係
機
関
と
連
携
し
た
災
害
時
要
援
護

者
情
報
の
把
握 

 
 

 
 

 
 

 
 

海外への専門職員の派遣

記事 提言 ２ 

他言語におけるコミュニケーション 

映
像
通
信
サ
ー
ビ
ス
運
用
開
始 

 

災
害
救
急
指
令
セ
ン
タ
ー
と
患

者
等
の
間
で
携
帯
電
話
や
自
宅
の

テ
レ
ビ
等
の
映
像
を
通
し
て
、
早

期
容
態
の
把
握
と
同
セ
ン
タ
ー
に

常
駐
す
る
医
師
に
よ
り
応
急
手
当

の
指
導
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ

ー
が
ス
ム
ー
ズ
に
応
急
手
当
を
行

え
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【消防局職員提言検討チーム】 

所   属    氏  名 
総務部 職員課人事係 江頭  勉 
警防部 警防課消防団係 森下  誠 
予防部 指導課危険物係 上田 恵史 
東消防署 警備課西戸崎出張所（第１） 山脇 弘志 
博多消防署 予防課予防係 永水 俊行 
中央消防署 予防課予防係 吉田 雅一 
南消防署 警備課桧原出張所 （第２） 廣田 雄亮 
城南消防署 警備課飯倉出張所 （第１） 原田 正佳 
早良消防署 警備課田隈出張所 （第２） 原口 貴之 
西消防署 警備課救急係   （第２） 勝野  修 
事務局 総務部総務課企画調査係 

 

 

これまでの 25 年間とこれからの消防について、森下消防局長にお話を伺いました。 
 
Ｑ 25 年前と比べて現在の消防を取り巻く環境はどのように変化しましたか・・ 
当時と比べて、科学技術の進歩によって資機材や車両、情報機器などが格段に進 

化し、より効果的に災害に対応できるようになりました。例えば、消防隊の火災時 
の個人装備は 20ｋｇ程あり、特に夏場は非常に熱くて大変でした。今の個人装備は 
作業服と変わらない軽さになり、性能は格段に向上しています。 
一方で、時代が変わっても「市民の安全を守る」という消防の使命は変わりません。 
また国際化も進み、119 通報の約２割が外国人になりました。そのため災害救急指 

令センターに２ヶ国語を話すことができる職員を配置し、これまでの本市職員の定期 
的な海外研修の成果が着実に実っております。 
職員一人ひとりが私の若い頃と変わらず、自分の仕事に誇りを持ち、非常に高いプ 

ロ意識で仕事に取り組んでいます。 
 
Ｑ 職員の育成として、どのような取組をされていますか・・ 
社会情勢、都市構造の変化に伴い、全国各地で大規模な自然災害や特異な災害が発生していますが、福岡市消防局では複雑多様化する災害

に迅速的確に対応できる組織づくり、職員の育成を行っています。 
アイランドシティにある消防学校には、あらゆる災害を想定した訓練を行うことができる訓練施設が併設されており、消防隊は日頃から高

温、濃煙など実際の災害条件を再現した状況の中で厳しい訓練を行っています。水難救助訓練なども実際に海中に車両を沈めた状況で訓練を

繰り返しています。 
 一方で、福岡市消防局では、独自の職員教育・マネジメントシステムを開発し、採用期から定年時まで誰もが意欲的に業務に取り組むとい

う組織風土が確立されています。このシステムは、国内の多くの企業からも注目されています。また、従来から他の部局や民間企業とも人材

交流を行い、幅広い視野を持つ職員を育成しています。 
 
Ｑ 危険なお仕事ですよね 
そうですね。しかし、このような訓練の積み重ねによってこれまでに１名も殉職者を出したことがありませんし、これからも出してはなり

ません。安全管理に対する意識は私の先輩の時代からしっかりと受け継がれています。 
 
Ｑ 市内大学生を対象に調査した「就職先希望ランキング」では、10 年連続で上位にランクインしていますが・・ 
ありがとうございます。私たちは、市民の安全を守るため、仕事に対する情熱や誇りはもちろん、知識・技術、そしてやりがいを感じるこ

とができる、すべてにおいてナンバーワンであり、オンリーワンな組織であり続けることを目標に掲げており、その達成に向けて日々、成長

していきます。 
これからも、このような取組を積極的にＰＲしていきたいと思います。 

 

局 長 イ ン タ ビ ュ ー 

インタビュー ３ 
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独立行政法人日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）平成 22 年度外国人留学生在籍状況調査結果 より抜粋

独立行政法人日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）平成２２年度外国人留学生在籍状況調査結果 より抜粋 
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